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 【基調講演】（小児科医の立場から） 

東京小児科医会会長 松平 隆光 

 

 

皆さん、こんにちは。小児科医の松平と申します。 

 今日は時間が短いので、東京都にきれいな資料をつくっていただきました。お話しで

きないところは、ぜひ資料を参考にしていただいて、後で勉強していただければと思い

ます。この資料は私がつくったわけではなく、東京都医師会の感染症専門家の和田先生

につくっていただいて、それに補足さ

せていただいて使わせていただいてお

ります。 

  

今も少しお話がありましたけれども、

東京には１，０００万人以上の方が住

んでいらっしゃいます。赤ちゃんは１

日２６４名生まれていますし、結婚さ

れる方も２３４組いらっしゃいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順天堂大学小児科に入局し、その後、

松平小児科院長として開業。 

平成１７年４月から東京小児科医会

会長に就任。また、平成１９年４月か

ら東京都医師会理事に就任。 
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東京は非常に恵まれていまして、救

急車を呼んでいただいても６分ぐらい

で着きます。多分、全国でこういうシ

ステムが整っているところは余りない

と思いますけれども、先ほどもお話が

出ましたように、やはり救急車の有効

活用は、これから必要だと思います。

４６秒に１回ぐらいの割合で救急車は

出ております。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供の感染症についてお話しさせ

ていただきます。 

 子供は病気しやすいですが、その主

なものが‟熱を伴う感染症”です。ただ、

しかし、私たち小児科開業医は、昔は

小児科医イコール感染症でしたけれど

も、最近は、小児科開業医の役目は感

染症だけではなくて、お母さんの育児

不安であるとか、子供たちの心の問題

とか、そういうものまでタッチするよ

うになりました。 

今も昔も子供の感染症の中で一番怖

いのは、‟はしか”なんですね。はしか

をぜひ忘れないでください。はしか、
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麻疹とも言いますけれども、一般的に

お母さん方は、はしかと言います。 

麻疹の症状と経過。非常に小児科の

病気は、感染症は、熱が出る時期と発

疹の出る時期、発疹といいますか、ぶ

つぶつといいますか、その出る時期に

よって病気がすぐわかります。はしか

（麻疹）の場合には、３日間高熱が出

た後、その後に発疹が出てまいります。

これがはしかですね。これは非常に重

症です。大体、高熱は１週間続きます。

こういう病気はほかに余りないですけ

れども、今も昔も、はしかは命取りと

言われております。お口の中にこうい

うコプリック斑が出たり、子供は１週

間死んだようになります。昔のお父さ

ん、お母さんは何もできないので、子

供のお口の中に氷を入れて１週間辛抱

させたそうです。その中には肺炎とか

脳炎を起こして死んだ方がいっぱいい

たのですね。よく江戸時代のテレビドラマに出てくる将軍の子供さんがころころ亡くな

るのは、あれはコレラではなくて、ほとんど、はしかなんですね。大人も子供も、本当

に何万人、何十万人と江戸時代は死んでいたと思います。はしかの合併症ですね。 

 

それと、はしかと似ている風疹とい

う言葉があります。風疹は、はしかと

比べて軽い病気です。３日で熱が下が

りますから、俗に三日ばしかと言いま

す。しかし、はしかとは全く関係ない

病気です。これは風疹ウイルスによっ

て起こる病気です。比較的発疹も軽い

ですね。リンパ腺がはれるのも特徴で

す。風疹は三日ばしかといって、３日

熱が出ますが、熱が出たその日にもう

発疹が出てきます。熱が出て、その日に赤いぶつぶつが出るのが風疹ですね。さっきお

話しした、はしかは、４日目にぶつぶつが出てきます。 
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突発性発疹症、先ほどお話がありま

したとおり、お父さん、お母さんが、

子育てをして最初にまごつくのが、こ

の突発性発疹症。これは俗に三日熱と

言います。さっきは三日ばしかでした

けど、これは三日熱です。これは、お

母さんからうつる風邪ですけれども、

突発性発疹症、三日熱ですね。これは

どういう病気かというと、３日間熱が

出ます。高熱が３日間出ます。熱が下

がってから発疹が出てまいります。こ

こが、突発性発疹症と、はしか、風疹

の違いです。風疹は、最初から、熱が

出たその日から発疹が出てまいります。

突発性発疹症は、３日熱が出た後に発

疹が出てまいります。はしかは４日目

に発疹が出てきますけど、そのときは

まだ高熱が続く状態になっています。

突発性発疹症は、ヘルペスの６型とか

７型がありますから、２回、３回起こ

す病気です。 

 

もう一つ、伝染性紅斑、これは俗にり

んご病と言われております。ほっぺが真

っ赤になります。非常にかわいらしいお

子さんになりますけれども、体の真ん中

に出ないで手足とほっぺに発疹が出るの

が特徴です。これは、ほとんど子供さん
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の場合には問題なく、学校にも幼稚園にも保育園にも

行っていただいていい病気です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

あと、水ぼうそうという病気があり

ます。水痘と我々は言いますけど、お

父さん、お母さん方は、水ぼうそうと

言われます。この特徴は、水という言

葉に代表されるように水泡を持つんで

すね。それから、この発疹を見てみま

すと、紅斑の時期があったり水泡の時

期があったり、かさぶた（痂皮）の時

期があったり、いろんな皮膚の状態が

混在するのが特徴です。それから、発

疹が出て１週間ぐらいしますと、黒い

かさぶたを持って治るのが水疱の特徴

で、必ず水泡を持ちますから、そこが

ほかの病気と違うところであります。 

  

 

 

ヘルパンギーナ、これは夏風邪です

けれども、我々が夏風邪と言いまして

も、最近は１年中あります。暖房がふ

えたせいか、夏風邪だけではなくて、

冬にも夏風邪が流行ってまいります。

ヘルパンギーナ、これはお子さんのお

口を見ていただきますと、口の中に口

内炎がいっぱいできてくるので、子供

さんのよだれが急に増えてきたら、こ
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の風邪の可能性があります。よだれの量が増えるのではなくて、痛くて飲み込めないか

らよだれが前に出てきてしまって、よ

だれを口から流してしまう。あたかも

よだれがたくさん出るような感じにな

りますけれども、実際は痛くて飲み込

めないからよだれが出てくるというこ

とで、短時間ではありますけれども、

水分が十分とれない時期がありますの

で、かわいそうな風邪です。 

  

 

 

それと似たようなので、手足口病。

先ほどのヘルパンギーナはお口の中だ

けでしたけど、手足口病は、お口の中

だけではなくて手足にもこういう口内

炎に似たような発疹が出てまいります。

手足口病。それから、手・足・口だけ

ではなくて、ひざとか赤ちゃんのおし

りにも同じようなのが出てきますね。

手足口病。これも夏に多いと言ってい

ましたけれども、結構冬でもあります。

唇を見ていただきますと口内炎がいっ

ぱい出ます。これもやはり口の中が痛

いですから唾液がいっぱい出てまいり

ます。よだれが多くなります。 

 

 

それから、咽頭結膜熱、俗にプール熱。これも夏風邪の一種ですけど、最近冬でも見

るようになりました。目が真っ赤になりまして、お口の中が真っ赤になります。高熱を

結構伴います。 
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それから、溶連菌感染症。溶連菌咽

頭炎ですけれども、これは溶連菌とい

うばい菌によって起こす病気ですけれ

ども、有名なのが苺舌。子供さんの舌

を見ていただきますと、ちょうど苺の

表面みたいに突起状のぶつぶつが特徴

でございます。最近は、どこの診療所

でもこの溶連菌の迅速診断をやりまし

て、お子さんの喉の粘膜を少しとって

検査しますと１０分ぐらいでわかりま

す。向かって左はマイナスですけれど

も、右側はプラスと出てきます。これ

は、溶連菌単独の検査で、ほかの検査

はできないけれども、溶連菌特有で、

どこでもわかるようになっております。

苺舌を見たり、喉が非常にはれている

ときは溶連菌を疑って検査することが

必要です。どうしてこの検査が必要か

といいますと、全身に発疹が出てまい

りますけれども、溶連菌は、扁桃腺を

起こすだけではなくて、二、三週間し

ますと合併症を起こしてまいります。

いわゆる心臓にくるリウマチ熱、それ

から腎臓の病気を起こす急性糸球体腎

炎、こういう病気のもとになるのが溶

連菌感染症ですから、溶連菌は喉の病

気だけではないということを、ぜひ知

っていただきたいと思います。今お話

ししたように簡単な検査でわかります。

私、小児科医になって３０年たちますけれども、３０年前の大学病院の小児科の入院の

患者さんの半分以上は、このリウマチ熱と急性糸球体腎炎の子供たちであふれておりま

した。それだけ溶連菌の診断ができなかったのですが、溶連菌の診断ができましたら、

１０日間から２週間ぐらい抗生物質を飲めば、まずこういう合併症を起こさないので、

こういう病気も知っていていただきたいと思います。 
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それから、百日咳。どうして百日

咳かというと、咳が１００日、長く

続くから百日咳でございます。これ

は百日咳菌というばい菌で起こす病

気ですけれども、百日咳は決して過

去の病気ではありません。ここ数年、

非常に多い病気になりました。特に

大人が百日咳にかかって、それが赤

ちゃんたちにうつってしまうことが

多いので、百日咳は昔の病気ではな

くて、現在、大人の病気であると思

ってください。非常にしつこい咳で

す。普通の風邪ですと１週間ぐらい

あれば咳というのはおさまりますけ

れども、なかなかしつこい咳がおさ

まらないときはまず百日咳を考えて、

かかりつけ医と相談してください。

百日咳の特徴は、昼間よりも夜のほ

うが咳が続く。１回咳き込みますと、

顔を真っ赤にして咳がとまらない。しかも、余り痰がからまないのが特徴であります。

夜、コンコンコンコン咳をして、顔を真っ赤にして息がとまりそうになります。６カ月

未満の赤ちゃんですと、本当に呼吸がとまってしまって入院することもあります。それ

から、レプリーゼと言いまして、コンコンコン咳をした最後のころに、引くと言います

けれども、ヒューッと１回深呼吸するようなものが出たらまず百日咳ですから、昔はお

じいちゃん、おばあちゃんと同居していますと、子供がこういう咳をしますと、おじい

ちゃん、おばあちゃんが、あ、あの子は百日咳だと、すぐおじいちゃん、おばあちゃん

が診断してくれたのですけれども、今はそういう家庭環境にありませんから、しつこい

咳が続いたら、かかりつけ医に相談してください。 
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それから、聞きなれないでしょうけ

れども、ＲＳウイルスというのもあり

ます。今非常に子供さんたちに多くて、

生まれて６カ月未満の子供は、非常に

重症な呼吸困難になって、入院されて

おります。現在、小児科の病院のベッ

ドの約２割か３割は、この赤ちゃんた

ちで占められております。１歳になら

ない、特に６カ月未満の子供さんが急

に呼吸困難になったらＲＳウイルスを

考えていただいて、これは救急車の適

用になると思います。 

 


